
山形村における短角緊殖農家の規模拡大意向とその阻害要因

く畜産試験場 経営部)

1 ,背景とねらい

肉用牛の低ヨス ト生産を目的とした地域内一貫生産体制の確立のために、 まず緊殖経営

の規模拡大がその前提課題の一つとしてあげられる。 そこで山形村の緊殖農家20 9戸を対象

に経営実態と緊殖牛の増頭意向についてアンケー ト調査を行い く昭和62年1～3月実施、 回

収率88。9 % )、拡大阻害要因を明らかにして今後の対応策を検討した。

2,技術の内容

1)アンケー ト結果

アンケー トから得 られた事 として次の3点があげられた。

①規模拡大意向の割合

規模拡大を希望 している農家は全体の約60 %を占め、規模別に見ると5～9頭規模の増頭志

向農家の割合が高かった。 (表1)

②短角飼義頭数と農家所得の関係

短角飼養頭数の多い農家ほど野菜等の導入を積極的に行い、農家所得に占める農業所得

の割合が高 く農外所得への依存度が低い。 (表2)

③子牛価格の変動についての意向

子牛価格の変動について、現行の安定価格制度でよいと答えた農家が約4割、安定基金以

外の対策が必要であると答えた農家は全体の約6割あった く表3)。 さらに評価購買年つい

て賛成 している農家は価格安定のために評価購買をしたほうがよいと答えた農家 と遅生 ま

れや早生まれの子牛を適当な時期に評価購買をすると答えた農家合わせて、全体の約2割あ

った (図1)。

2 )規模拡大阻害要因の対策

次に、増頭希望割合が高かつた5～9頭規模の農家について阻要因の要約 をした。 規模拡

大の阻害要因 として次の4点に要約され、それらの阻害要因について対策を検討 した。

阻 害  要  因       対     策

①粗飼料生産の問題   ・ 公共牧野の効率利用

・良質飼料生産の組織化

・飼料作物の増収

・土地の流動化、転作田の有効利用

②資金 。設備不足の問題 ・制度卓金の積極的活用、補助事業の導入
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③労働力 ・後継者不足

④子牛価格の変動

集落単位または3‐5戸の共同作業

商品性の高い作物の組合せによる農業生産基盤の確立

中核的な農家を対象に評価購買の実証

効率のよい低ヨス ト生産 (経営内個別一貫生産等の推進 )

表 1‐1 繁 殖農家の経営規模拡大意向

意  向 農家戸数

表 1-2 飼 養頭数規模別拡大意向

飼養頭数規模 農家戸数(A)増 頭意向農家く8)割 合(8/A)

5 9 . 4
' 7 3 . 3

5 0 . 0

仰均で鎮亮な望く73.1均

囲1評 価購貿にういての意向
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表2 短 角飼養頭数 と農家所得の関係 (久慈振興局調べ)

飼養頭数規模 短 角所得  水 稲所得  野 菜所得 農 外所得

単位 :千円  ( )内 は%

表3 子 牛 価格の変動対策について

運生まれや早生まれの子牛を遺当な靖紀氏重価思寅したにうがいいて11.2)

子牛価格安定 i子牛価格安定

飼義頭数規模 価格の変動  基 金 があるので

苦 にな らない 現 状で よい

基金以外の対

策が必要 計
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以上のことから、今後の対策として当面5～ 9頭規模の農家を中心に県 ・、市町村 ・農協等
の現地指導班組織を強化し、個別農家への指導支援を1徹底していきながら、商品性の高い

野菜等の積極的導入による複合化を基本とした生産基盤の強化、 また子牛価格の安定対策
として特定農家を対象にした評価購買の実証等を進めていくことが重要である。
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